
原告団と弁護団の話し合い   
 1日、福岡高裁への控訴について話し合いが行われました。

「新しい方針」採用後の判決による控訴の話し合いです。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 

 

原爆症認定集団訴訟・長崎 

６・７日目   座り込みニュース 

７月 

１日 

(火) 

７月２日（水）～７月４日（金）  

１２時～１３時 座り込み 平和祈念像前 （雨のとき被災協会議室） 

７月２日（水）１４時～１７時 街宣車での行動（城栄町、住吉、滑石、稲佐方面） 

７月５日（土） １４時～１５時 街宣（浜の町鉄橋）  

みなさんの 
ご参加を！ 

判決から 4 日目の 6月 27 日、国が控訴し、6 月

30 日、平和祈念像前で 15 名、怒りをこめて 6 日

目の座り込みをおこないました。森内原告団長と

原告の木村さんは全員勝利まで頑張る決意を述

べ、支援を訴えました。長崎原爆松谷訴訟の元原

告、松谷さんも連日の座り込みに参加し、支援し

ていくことを述べました。 

今日の座り込みは原水協が責任団体で、片山事

務局長や新婦人の前田会長が今、平和行進で歩い

ている仲間たちがいることを話し、大石事務局長

は被爆し亡くなった祖父母のことから平和への思

いを語りました。市従組の山崎書記長は厚労省の

冷たい行政を批判し、この裁判を支援していくと

述べました。 

矢の平被災協の田中安次郎さんは、長崎市民に

もっと関心を持ってもらうよう頑張っていこうと

話しました。支援する会の山田事務局長は、さら

なる支援をと参加者に訴えました。 

原爆症認定集団訴訟を支援する会・長崎 

長崎市岡町８－２０ 

電話０９５－８４４－０９５８ 

7 月 7 日（月）13：30～2 陣原告・第 13 回口頭弁論  

13 時までに長崎地裁 1階ロビーにおいでください。 

傍聴参加をよろしくお願いいたします。 

６日目座り込み ６月３０日 

じりじり照りつける太陽の下、１７人が座

り込みました。支援する会の山田事務局長

が控訴の国家賠償について述べ、森内原告

団長が厚生省交渉の際の官僚の冷たい態度

について熱く話しました。中学や高校の修

学旅行生で賑わう平和公園、チラシを配り

訴えました。 
責任団体は生協でした。 

７日目座り込み ７月１日 


